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重要イベント① 米国の景気・物価動向
米国で6月13日の利上げ後も、これまでのような段階的利上げが続くかどうかは、今後の米国の景気・物価動向にかかっ
ています。その点では、7月6日発表の6月雇用統計、12日の6月消費者物価指数、27日の4-6月期GDP（国内総
生産）等が注目されます。特にGDPは、5年ぶりの大改定により過去の統計が全面的に改定されます。それによって景気
や物価と金融政策の関係等に関する当局や金融市場の想定が大きく変わる可能性があり、注意が必要です。

重要イベント② 貿易摩擦問題の行方
6月15日に米トランプ政権は、中国の知的財産権侵害への制裁措置として、500億米ドル分の中国製品に25％の追
加関税を課し、７月６日にまず340億米ドル分の制裁関税を発動すると発表しました。すぐさま中国商務省も米国製品
に同額の報復関税を課すと表明しました。米中交渉が進んで関税発動が回避されるのかどうかが注目されます。

重要イベント③ 新興国の通貨動向
米金利上昇は、新興国での通貨下落、金利上昇の圧力となっているようです。米中貿易摩擦懸念等から、6月中旬から
人民元も米ドルに対して下落しています。人民元安は、中国にとっては米国が中国製品に高関税を課した場合の悪影響
を緩和する面があります。しかし、人民元安につれて他の新興国通貨が米ドルに対して下落すると、インフレ懸念の高まり
や、米ドル建て債務の返済負担の増大などを通じて、新興国の金融市場の混乱を深める可能性があります。
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上記は、すべて現地時間で作成しており、作成時点で利用可能な最新の情報を用いておりますが、発表日は変更される可能性があります。
（出所）Bloombergデータ等より野村アセットマネジメント作成

予定

2日(月) 日本 6月調査日銀短観

2日(月) 米国 ISM製造業景況感指数（6月）

6日(金) 米国 雇用統計（6月）

6日（予定） 米国 340億米ドル分の中国製品への25％制裁関税の発動

12日(木) 米国 消費者物価指数（6月）

12日頃 中国 マネーサプライ、社会資金調達金額（6月）

16日(月) 中国 4-6月期GDP、小売売上高、鉱工業生産指数、固定資産投資（6月）

20日(金) 日本 全国消費者物価指数（6月）

26日(木) ユーロ圏 金融政策発表

27日(金) 米国 4-6月期GDP（速報値）

31日(火) 日本 鉱工業生産指数、失業率、有効求人倍率（6月）、金融政策発表

31日(火) ユーロ圏
4-6月期GDP（速報値）、失業率（6月）、
消費者物価指数（7月、速報値）

31日(火) 米国 個人所得、個人消費支出、個人消費支出デフレーター（6月）

国・地域
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○野村アセットマネジメントHP（http://www.nomura-am.co.jp/）からは、

ホーム画面 ＞ マーケット情報 ＞ マーケットコメント

とクリックしていただくことで、アクセスできます。

こちらのページからは、過去のマーケットコメントもご覧いただけます。
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